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令和元年6月号
岡山北警察軍

1　犯罪開襟‘

岡山北警察署管内における本年5月中の刑法犯認知件数は6件で、前牢同時期と

同数となっています。　　　　　　　　　＼，

【令前売年5月車の刑法犯認知掘削
ー∴弗種別∴“ ��件数 �「発生地域 

窃差引 �ー空き巣、 �1∴ �御津：担内二 
侵入盗その他 �2‾∴ �1御津ri建部　地内 

その短 �一　器物線壊 �3‘ �一一御津！建前　地内 
一合料 ��6∴ � 

、忍込みや事務所荒
侵入盗が増加傾向に

し軒時期と
けたまま外

蓑 ��ー：扉 
：∴一〇∴ � 妙　　　　i 

一《日頃が、ら家族の繋諺一重秦輯薩擁 ��∴： 

夏休み高ま∴子どもは：解放感か養寮麗鄭軽輩掛蔀 ��∴∴；十台∵子∴ 宝・隷jpiは棄＝i iなiりがちな一法夜酌、かい等‾¢不忠綺態畢沸時詩湾遼 

犯罪行為に手を出してしまう主とがあります； 〝親は、．子どもの生活態度やネッ＿ト利用状況＼に気を配‾i： 

るとiともに、／白頭から、子と寺が親に相談できみ何題 
！軍港し合える寄留気i坪り毒頓華害しょ辛0－11二　言今 　　　　　　　　　　　iiiIr二 

2　交通関係
令和元年5月中の管内の交通事故発生状況（概数）

・総事故件数　60伸筋年比マイナス6倍）

：籍酪∴藷繕藷雰翠華件）
・物韻事離し　58件（昨隼比プラスマイナス0件）

5月も4月に引き続き死亡事故の発生はありませんでした。
Jゝ

雨で路面が濡れると大変滑りやすくなり寄誓

停止距離が伸びがちとなります。
スピードを抑え．早めのブレーキで手技鯨虹

に努めてください．

自転葦の傘差し運転は、ルール違反
であり、片手運転ぼ大変危険です。
∴絶対にしてはいけません日
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縮善業翻主筆縦笛見事＿B

れ成　○で方　れ成　○で方生
14平　に賀たた14昭　に文事昭

醗醗
にか　を31業　にか　　31業以
生ら　陰目し　生ら　　目し障駐
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近
年
発
生
し
て
い
る
保
育
園
、
幼
稚
園
等
に
対
す
る
不
審
者
乱
入
事

件
の
対
策
の
一
誌
と
し
て
、
宇
垣
駐
在
所
で
は
、
令
和
元
年
6
月
5
日

（
水
）
　
に
宇
垣
保
育
園
、
6
月
1
2
日
（
水
）
　
に
御
津
南
保
育
園
に
て
、

不
審
者
訓
練
を
生
活
安
全
課
員
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。

同
訓
練
で
は
、
保
育
園
に
不
審
者
が
侵
入
し
た
と
い
う
想
定
で
訓
課

を
実
施
し
、
生
活
安
全
課
員
が
不
審
者
に
扮
装
し
、
職
員
方
と
警
察
が

協
力
し
て
、
園
児
の
避
難
、
不
審
者
の
制
圧
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
、
職
員
に
対
し
て
、
不
審
者
対
応
要
領
の
指
導
〃
教
養

を
行
い
、
園
児
達
に
対
し
て
は
、
防
犯
標
語
で
あ
る
「
い
か
の
お
す
し
」

に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
時
に
、
訓
練
を
し
て
い
る
の
と
し
て
い
な
い
の
で
は
、

全
然
対
処
が
違
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
意
識
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

葱
纂
警
護
・
室
藷
露
ふ

雪
は
水
の
事
故
や
山
岳
遭
難
が
多
く
発

生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
薯
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

持
∴
薙
擁
護
鞍
を
防
ぐ
た
め
嬢
は

◇
　
落
ち
る
危
険
性
の

あ
る
場
所
、
滴
れ
が

激
し
い
場
所
、
水
深
が

探

彊

紅

組

彊

う

に

し
ま
し
ょ
う
。

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
、
与
＼
′

◇
　
海
や
川
善
で
の
レ
　
ー

ジ
ャ
ー
は
、
ラ
イ
フ
　
《
つ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
善
用
　
詳

し
暮
し
ょ
う
。
　
　
滋

経

緯

鷹

に

し

ま

し
よ
う
。

鞋
畠
純
白
を
離
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

鵜
∴
山
需
遭
難
を
騒
ぐ
無
線
這
鰐

◇
　
体
力
、
体
調
、
豊
山

の
経
験
善
に
見
合
っ
た

山
を
選
監
幅
輯
露
繭

持
上
陰
騒
汚
め
栂
宴

陰
裟
濡
詩
語
を
立
て

ま
し
ょ
う
。

田
園
割
田
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↓

回
書
を
堤
出
し
ま
し
ょ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
豊
山
届
シ
ス
テ
ム
　
「
コ

ン
パ
ス
」
で
も
提
出
が
で
き
ま
す
。

◇
　
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
過

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
L
廼
沫
膿
め
場
合
は
、

ま
し
ょ
う
。

登
山
を
中
止
し

◆
募
隻
期
間

7
月
5
日
～
8
月
1
6
日

◆
受
験
資
格

○
　
望
豪
富
A

の
職
業

味
わ
え
な
い
「

U
が
い
」
　
や
　
「
達
成
感
」
　
を

え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

み
な
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

上
蓋
上
恋
時
追
叫
昨
小
津
河
上
蜜

曽
向
事
件
簿

6
月
中
、
事
理
駐
在
所
苦

は、
事
務
所
荒
し
　
1
倍

が
発
生
し
ま
し
た
。

普
段
見
慣
れ
な
い
車
や
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i
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が
い
れ
ば
、
プ
レ
ー
ト
番
号

特
徴
等
を
メ
モ
し

て
す
ぐ
に
、
そ
の

場
で
「
l
1
0
番

通
報
」
　
を
行
い
、

被
害
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。


